
   かもめ学級では、ダンスやスポーツ、絵やゲームなど、それぞれの好きなものや得意なものを組み合 

わせて、動画配信者のようにかもめ学級を楽しく紹介する動画を発表しました。いぶき祭の当日、か

もめ学級の児童生徒たちは、リハビリの合間に教室に来て、オンラインで自分たちの動画や他の部門課程の

発表を見ました。自分たちでも完成した動画を見るのは当日が初めてで、友だちの活躍や先生の登場などに

大いに盛り上がりました。また、他の部門課程の発表も、様々な活動や挑戦に興味を持ち、応援したり、歓

声を上げたりしながら楽しみました。さらに、かもめ学級では、病院内でも作品展示をおこないました。ビ

ー玉転がしや貼り絵、紙コップ花火などの作品を合体させた 

巨大な１枚絵を中心に、絵や織染めランタンなどを展示 

しました。作品のそばに設置したアンケートには「どの作品も 

とても上手で感動しました」「おりぞめランタンは家にひとつ 

ほしいです」「色鮮やかで、見ていて元気がでます！」など、 

多くの素敵なメッセージをいただきました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

今月号は、各部門課程のいぶき祭の発表や展示の様子を紹介します！ 

   B課程では、日頃の学習の様子をまとめた動画を発表しました。運動では「サーキット」、図工・美術

では「スイミー」や「たこ焼き作り」、音楽では「さんぽ」「かえるのうた」の合奏など、どの授業も 

子どもたちのすてきな姿がたくさん映っていました。楽しそうな笑顔や、やりきったあとのにっこりとした 

表情、真剣に取り組む姿など、一人ひとりの頑張りがよく伝わってきました。発表当日は、大きな拍手や声

援をもらいながら、他の学部・課程の発表もみんなで応援しました。学校全体があたたかい雰囲気に包まれ

て笑顔あふれる時間となりました。また、体育館には色とりどりの作品が展示され、来場された方々にゆっ

くりご覧いただきました。B課程のみなさんも、自分たちや友だちの作品を楽しそうに見て回る様子が印象 

的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秦野支援学校 
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   D弘済では、日ごろの個別学習やグループ学習の運動、音楽、図工（造形）などの様子を動画にまと

めて発表しました。様々な教材で真剣に学習をしている姿や、練習を重ねるにつれて上達したダンス 

や球技に取り組む姿など、児童生徒の日々の輝く姿を見ていただきました。他の部門課程の発表は弘済学園 

からオンラインで鑑賞しました。E高等部の発表のときには、「この街に行ってみたい」という声が聞こえた 

り、「これは何を作っているのかなぁ」などと興味をもったり、とても楽しそうに見ていました。 

また、閉会式のダンスでは音楽が流れると自然と立ち上がり、画面越しの手本を見ながら楽しそうに踊って 

いた児童もいました。        

体育館には児童生徒の作品も展示さ 

れ、普段はなかなか見てもらうことが 

できないD弘済の作品を大勢の方に見 

ていただける機会となりました。 
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学校だより 



      

          今年の E部門は、1年生、2年生、3年生と各学年で舞台発表をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

E高等部 1年生は体育館に展示した「街のジオラマ」の中を歩きまわるような動画にあわせ、それぞ

れが作品のポイントや工夫した点を舞台上で発表しました。また、体育や体力づくりで練習したダン 

スを舞台上で披露しました。２年生は、学習の様子「買い物学習」「ペットボトルロケット大実験」「世界の

国々」「調理実習」「フライングディスク」「宿泊学習」「音楽」をまとめて動画にしました。最後は、舞台に

立ち「夢の世界を」の合唱を堂々と発表することができました。 

３年生は、最後のいぶき祭！修学旅行（大阪）をグループごとにまとめたスライドの上映、観客の前でみ

んなで飛んだ「大縄跳び！」何度も挑戦し続ける先輩達の勇敢な姿！最後は、みんなで作り上げた合奏

（SEKAINO OWARI「ＲＰＧ」）で一人ひとりが輝きを見せてくれました。また、作業班販売（ハンドメイ

ド班、木工班、農園 

芸班）をおこないま 

した。「いらっしゃ 

いませ」「ありがと 

うございました。」 

と大きな声で販売活 

動を頑張りました。 

E 

   小学部・中学部共に、日常の授業や学校の様子を動画で発表しました。小 1は、壁に貼られた的をめ

がけてマジックテープのついたボールをペタン！と貼ったり、両手を使ってボールを転がしたりしま  

した。小２は、自分で色を付けたビニール傘を使って傘をさす練習を 

しました。実際に雨の中、濡れないで歩くことができました。 

小３は、○○に行きたいです！●●を下さい！といったコミュニケー 

ションを絵や文字のボードを使って行いました。自分のしたいことが 

伝わるって嬉しいね。小高は、みんなで楽器の演奏やダンスをしました。衣装を着けて色々 

な楽器を演奏しました。かっこよかったよ。みんなで手をつないで大きな円を作りながら 

ダンスをするのはさすが小高さん！でした。中学部は、「やっちょれ」を 

踊りました。鳴子を持ち、右に左に体を動かし、音楽や太鼓に合わせて勇 

壮な動きをしていました。最後のシーンでは、中３の一人ひとりが自分で選 

んだコスチュームで皆さんにご挨拶。最後の「じゃんけんポーン！」の合図には、会場の 

皆さんも思わず「じゃんけんポーン！」とじゃんけんを楽しみました。展示も色々な力作

が並び、たくさんの方々に見ていただけました。 

F 

   今年度の G部門では、日頃の学習や日常生活の様子を動画にして「Ｇ EXPO 2025」として発表

しました。 

秦野支援学校のキャラクター「いぶきちゃん」のピーナッツや角、花がなくなってしまった！Ｇ部門のみ

んながパビリオンを回りながら、協力して探すことになりました。小学部では個別学習や畑での学習、中学

部では秦野市の学習や歩行、高等部ではボッチャや団扇作り。頑張って活動する中で、いぶきちゃんのグッ

ズを次々と見つけていきました。 

動画の中には、微笑んだり、緊張したり、真剣に取り組んだりとすてきな表情が映し出されていました。

様々なＧ部門の様子を皆さまに見ていただき、知っていただくことができました。また、展示作品では、物

語や芸術作品からイメージした個性あふれる作品等を見てもらうこともできました。 
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